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週
二
回
発
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曜
日
木
曜
日
　
定
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消
費
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込
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箇
年
　
一
七
、六
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〇
円
（
郵
送
料
を
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令
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五
年

八
月
三
十
一
日

木　曜　日

目

次

公

告

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

五
六
五

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

五
六
五

公
　
　
　
告

◉
　
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
　
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
字
三
本
柏
木
二
百
八

十
七
番
一
、
二
百
八
十
七
番
二
、
二
百
八
十
七
番
三
の
一
部
、
二
百
八
十
八
番
八
の
一
部
、
二
百
八

十
八
番
九
、
二
百
八
十
八
番
十
の
一
部
、
二
百
八
十
八
番
十
一
、
二
百
八
十
八
番
十
二
、
二
百
八
十

八
番
十
三
の
一
部
、
二
百
八
十
八
番
十
四
の
一
部
、
二
百
八
十
八
番
十
五
の
一
部
、
二
百
九
十
一
番

の
一
部
、
二
百
九
十
二
番
十
の
一
部
、
及
び
二
百
九
十
五
番
二
十
三
の
一
部
、
字
諏
訪
堀
三
百
番
三

の
一
部
、
三
百
番
六
の
一
部
、
三
百
番
七
の
一
部
、
三
百
番
八
の
一
部
、
三
百
番
九
の
一
部
、
三
百

番
十
六
の
一
部
、
三
百
番
三
十
六
、
三
百
番
八
十
の
一
部
、
三
百
一
番
の
一
部
、
及
び
三
百
二
番
の

一
部
、
道

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
一
号
　
三
菱

地
所
株
式
会
社
　
代
表
執
行
役
　
中
島
　
篤

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
五
年
八
月
三
十
一
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
小
　
宮
　
山
　
　
　
　
博
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五
六
六

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
設
立
届

政
党
の
支
部

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
山
梨
県
南
巨
摩
郡
第
二

支
部

長

澤

　

健

長

澤

一

成

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
天
神
中
條
九
四
九

－

二

令
和
五
年
七
月
五

日

令
和
五
年
七
月
十

三
日

自
由
民
主
党
山
梨
県
韮
崎
市
第
一
支

部

小

沢

栄

一

今

福

由

江

韮
崎
市
藤
井
町
北
下
條
一
六
七
九

－

二

令
和
五
年
七
月
二

十
日

令
和
五
年
八
月
四

日

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出
　
届
出
事
項
の
異
動
届

区
分

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

自
由
民
主
党
山
梨
県
歯
科
医

師
支
部

一

瀬

　

明

令
和
五
年
七
月
一

日

令
和
五
年
七
月
十

三
日

旧

諸
角
三
千
夫

新

自
由
民
主
党
境
川
支
部

中

村

長

年

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
五
八
一

令
和
五
年
七
月
一

日

令
和
五
年
七
月
十

九
日

旧

瀧

澤

　

敦

笛
吹
市
境
川
町
前
間
田
一
四
七

－

二

新

自
由
民
主
党
山
梨
県
医
療
会

支
部

鈴

木

昌

則

令
和
五
年
八
月
三

日

令
和
五
年
八
月
九

日

旧

手

塚

司

朗

新

山
田
宏
山
梨
県
後
援
会

篠

原

昭

夫

臼

井

士

高

令
和
五
年
七
月
一

日

令
和
五
年
七
月
十

三
日

旧

一

瀬

　

明

小

池

和

人

新

山
梨
県
歯
科
医
師
連
盟

篠

原

昭

夫

臼

井

士

高

令
和
五
年
七
月
一

日

令
和
五
年
七
月
十

三
日

旧

一

瀬

　

明

小

池

和

人

新

山
梨
県
電
気
工
事
政
治
連
盟

横

森

　

忍

令
和
五
年
五
月
十

九
日

令
和
五
年
七
月
二

十
日

旧

石

原

浩

行

新

山
梨
県
医
師
連
盟

鈴

木

昌

則

令
和
五
年
八
月
三

日

令
和
五
年
八
月
十

日

旧

手

塚

司

朗

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出
　
政
治
団
体
解
散
届

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

清
水
ひ
と
し
後
援
会

河

野

富

重

永

友

淳

夫

甲
府
市
荒
川
一

－

一

－

二
五

令
和
五
年
七
月
十

日

令
和
五
年
七
月
十

一
日

西
室
ま
も
る
後
援
会

西

室

　

衛

西

室

　

衛

大
月
市
大
月
三

－

一

－

二
二

令
和
五
年
八
月
二

日

令
和
五
年
八
月
二

日
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五
六
七

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出
　
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届

氏
　
　
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日

届
出
年
月
日

西

室

　

衛

市
議
会
議
員

西
室
ま
も
る
後
援
会

大
月
市
大
月
三

－

一

－

二
二

西

室

　

衛

令
和
五
年
八
月
二
日

令
和
五
年
八
月
二

日

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

清
水
ひ
と
し
後
援
会

河

野

富

重

永

友

淳

夫

甲
府
市
荒
川
一

－

一

－

二
五

令
和
五
年
七
月
十

日

令
和
五
年
七
月
十

一
日

西
室
ま
も
る
後
援
会

西

室

　

衛

西

室

　

衛

大
月
市
大
月
三

－

一

－
二
二

令
和
五
年
八
月
二

日

令
和
五
年
八
月
二

日
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